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6月�
定例会�
6月�
定例会�

平成18年�

6月5日～�
　　6月21日�

毎年、全国市議会議長会の定期総会
において、地方自治に永年貢献された
市議会議員に対して表彰が行われます。
本年度は、本市議会から高橋秀樹議

員が25年表彰を受賞されました。
市議会では、６月定例会の冒頭に、

議長からこのことを伝達するととも
に、その功績をたたえました。また、
戸田市議会議員表彰規程による表彰も
あわせて行いました。

高橋　秀樹
議員

今
定
例
会
に
市
長
か
ら
提

案
さ
れ
た
議
案
等
は
、
市
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
な
ど
７
件
の

報
告
案
件
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
設
置
に
伴
う
新
規
条
例
制

定
な
ど
１５
件
の
条
例
案
件
、

戸
田
第
一
小
学
校
単
独
校
給

食
調
理
場
増
築
工
事
と
二
枚

橋
架
替
工
事
の
請
負
契
約
３

件
、
そ
の
ほ
か
市
道
路
線
の

認
定
や
４
件
の
規
約
改
正
、

さ
ら
に
は
一
般
会
計
な
ど
の

補
正
予
算
３
件
の
、
合
計
３３

件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
報
告
案
件
以

外
は
本
会
議
で
の
説
明
、
質

疑
の
後
、
付
託
さ
れ
た
各
常

任
委
員
会
で
細
部
に
わ
た
っ

て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
専
決
処
分
の

報
告
１
件
（
市
税
条
例
の
一

部
改
正
）
と
、
国
民
保
護
協

議
会
条
例
、
国
民
保
護
対
策

本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対

策
本
部
条
例
、
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
は
多
数
決
で
承
認
・
可

決
し
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
人
事
案

件
と
し
て
、
公
平
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
提
案
が

あ
り
、
同
意
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
議
員
提
出
議

案
と
し
て
は
、「
出
資
法
及
び

貸
金
業
規
制
法
の
改
正
に
関

す
る
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た

が
、「
憲
法
及
び
教
育
基
本

法
の
遵
守
を
求
め
る
と
と
も

に
、
内
心
の
自
由
を
侵
害
す

る
教
育
長
発
言
の
撤
回
と
事

実
把
握
の
中
止
を
求
め
る
決

議
」
に
つ
い
て
は
、
議
事
日

程
の
追
加
が
否
決
と
な
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
前
定
例
会
か
ら

継
続
し
て
い
た
請
願
４
件
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
結
論

に
至
ら
ず
、
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
９
月
に
設
置

さ
れ
た
「
こ
ど
も
の
国
再
整

備
等
に
係
る
複
合
施
設
特
別

委
員
会
」
は
、
当
初
の
計
画

が
白
紙
と
な
り
、
存
続
目
的

が
無
く
な
っ
た
た
め
、
６
月

５
日
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
条
例

「
活
動
に
必
要
な
場
」
と

「
情
報
の
収
集
と
発
信
で
き

る
場
」
と
し
て
の
機
能
を
も

つ
同
セ
ン
タ
ー
が
、
市
役
所

敷
地
内
に
７
月
１
日
か
ら
オ

ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
伴
い
、

使
用
者
の
範
囲
等
を
定
め
る

も
の
で
す
。

●
国
民
保
護
協
議
会
条

例
、
国
民
保
護
対
策

本
部
及
び
緊
急
対
処

事
態
対
策
本
部
条
例

武
力
攻
撃
事
態

等
に
お
け
る
国
民

の
保
護
の
た
め
の

措
置
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、「
国
民

保
護
協
議
会
」
、

「
国
民
保
護
対
策

本
部
」「
緊
急
対
処

事
態
対
策
本
部
」

が
設
置
さ
れ
た
際

の
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。

●
保
養
所
条
例

の
一
部
改
正

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
シ
ス
テ
ム
の
稼
動
に

伴
い
、
使
用
料
の
精
算
払
い

も
可
能
に
す
る
こ
と
と
、
平

成
１９
年
度
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
に
移
行
す
る
た
め
の
改

正
で
す
。

●
市
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
個
人
住
民
税
の
定
率
減

税
廃
止
等
の
改
正
で
す
。

●
工
事
請
負
契
約

戸
田
第
一
小
学
校
単
独
校
給

食
調
理
場
増
築
建
築
工
事
請

負
契
約

漓
工
事
内
容
‥
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
、
３
階
建
て

滷
金
額
‥
２
億
９
４
０
０
万

円澆
工
期
‥
契
約
締
結
日
の
翌

日
か
ら
１９
年
３
月
２６
日
ま
で

潺
契
約
者
‥
埼
玉
建
興
・
小

玉
経
常
建
設
共
同
企
業
体

※
給
食
調
理
室
（
１
２
０
０

食
対
応
）

戸
田
第
一
小
学
校
単
独
校
給

食
調
理
場
増
築
機
械
設
備
工

事
請
負
契
約

漓
工
事
内
容
‥
建
築
一
式
工

事
に
伴
う
機
械
設
備
工
事

滷
金
額
‥
１
億
２
９
４
８
万
９

１
５
０
円

澆
工
期
‥
契
約
締
結
日
の
翌
日

か
ら
１９
年
３
月
２６
日
ま
で

潺
契
約
者
‥
積
田
・
池
田
水

道
経
常
建
設
共
同
企
業
体

二
枚
橋
架
替
工
事
請
負
契
約

漓
工
事
内
容
‥
プ
レ
テ
ン
シ

ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ
単
純
充
実
床

版
橋
１
橋
、
逆
Ｔ
式
橋
台
２

基滷
金
額
‥
２
億
１
０
０
０
万

円澆
工
期
‥
契
約
締
結
日
の
翌

日
か
ら
１９
年
６
月
１５
日
ま
で

潺
契
約
者
‥
戸
田
建
設
株
式

会
社
関
東
支
店

●
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

１
９
３
４
万
２
０
０
０
円
を

追
加
す
る
も
の
で
、
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

漓
笹
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
用
地
購
入
に
係

る
経
費
。

滷
現
在
の
中
高
年
齢
者
職
業

相
談
事
業
を
地
域
職
業
相
談

事
業
と
し
て
、
市
役
所
庁
舎

１
階
東
側
に
設
置
す
る
経
費
。

澆
美
女
木
小
学
校
が
県
の
理

科
実
習
・
実
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
用
モ
デ
ル
事
業
の
指
定

を
受
け
た
こ
と
に
伴
う
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
係
る
経
費
。

習
セ
ン
タ
ー
北
側
で
発
生
し

た
不
審
火
に
よ
り
焼
失
し
た
、

ミ
ニ
彩
湖
内
の
木
道
修
繕
経

費
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算

平
成
１７
年
度
老
人
保
健
医

療
費
交
付
金
の
支
給
実
績
に

伴
う
返
還
金
。

●
新
曽
第
二
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

訴
訟
事
務
の
経
費
。

●
専
決
処
分

漓
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
　
地
方
税
法
等
の

改
正
に
伴
い
、
市
民
税
の
均

等
割
・
所
得
割
非
課
税
限
度

意見書を提出�意見書を提出�

今定例会では、議員提出議案として１件の意見書
が提出され、可決しましたので、その要旨を掲載し
ます。なお、この意見書は関係機関に送付しました。

超低金利時代と言われる現在、消費者金融、信販会社、

銀行など、複数業者から返済能力を超えた借り入れをし

て苦しんでいる多重債務者が後を絶たず、社会問題化し

ている。

国では、平成19年1月を目途に、出資法等の上限金利

を見直すとしている。今回の見直し時期をとらえ、借受

者の不安を一日でも早く解消すべきである。

よって、本市議会は、国会及び政府に対し、法改正に

当たっては、次の事項を実現するよう、強く要請する。

１．出資法の上限金利を利息制限法の制限金利まで引き

下げること。

２．貸金業規制法第43条の「みなし弁済」規定を撤廃

すること。

３．出資法における日賦貸金業者及び電話担保金融に対

する特例金利を廃止すること。

４．多重債務者に過剰貸し付けを行った貸金業者に対し

て罰則を科すこと。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提

出する。

衆議院議長様�

参議院議長様�

内閣総理大臣様�

総 務 大 臣 様 �

法 務 大 臣様�

金融担当大臣様�
　　　・�
　　　・�

出資法及び貸金業規制法の�
　　　　　改正に関する意見書を可決�

議員提出議案�

額
の
引
き
下
げ
等
で
す
。

滷
消
防
車
事
故
に
係
る
損
害

賠
償
の
報
告
で
す
。

澆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
　
地

方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

税
負
担
が
増
加
す
る
高
齢
者

に
配
慮
し
、
１８
、
１９
年
度
分

の
特
例
措
置
を
設
け
る
等
の

改
正
で
す
。

潺
一
般
会
計
及
び
、
公
共
下

水
道
事
業
・
新
曽
第
一
土
地

区
画
整
理
事
業
・
水
道
事
業

会
計
の
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
等
の
報
告
で
す
。

潺
芦
原
小
学
校
と
笹
目
小
学

校
を
対
象
に
、
元
気
な
学
校

を
つ
く
る
地
域
連
携
推
進
事

業
の
経
費
。

⑤
本
年
３
月
に
彩
湖
自
然
学

▲焼失したミニ彩湖内の木道

公平委員会委員の選任に同意
立石至通
たていしよしみち

氏（再任）

2

６
月
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
２１
日
ま
で
の
１７
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
な
ど
３４
件
の
ほ

か
、
請
願
な
ど
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
１２
日
か

ら
３
日
間
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
２１
人
の
議
員
が
活
発
な
議

論
を
展
開
し
、
執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

▲７月１日にオープンしました

主

な

議

案

な

ど


